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	IGF1 は、IBP1、MGF、IGF-IA、ソマトメジン C とも呼ばれ、インスリン ファミリーに属します。IGF1 は構造的にも機能的にもインスリンと関連していますが、成長促進活性ははるかに高くなっています。IGF-1 の発現の変化や変異は、1 型糖尿病やさまざまな種類の癌など、いくつかのヒト疾患に関連しています。血漿から分離されたインスリン様成長因子は、構造的にも機能的にもインスリンと関連していますが、成長促進活性ははるかに高くなっています。骨芽細胞における [1-14C]- 2-デオキシ-D-グルコース (2DG) 輸送およびグリコーゲン合成の生理学的調節因子である可能性があります。骨由来骨芽細胞 (PyMS) におけるグルコース輸送を刺激し、グリコーゲンや DNA 合成だけでなく、グルコース取り込みの促進に関しても、インスリンよりもはるかに低濃度で効果があります。シナプス成熟に関与する可能性がある（PubMed:21076856、PubMed:24132240）。IGF1のCa(2+)依存性エキソサイトーシスは、嗅球における嗅覚知覚に必須である（類似性による）。IGF1Rのリガンドとして作用する。IGF1Rのαサブユニットに結合し、内因性チロシンキナーゼ活性を活性化する。この活性はβサブユニットのチロシン残基を自己リン酸化することで、下流シグナル伝達イベントのカスケードを開始し、PI3K-AKT/PKB経路およびRas-MAPK経路の活性化につながる。インテグリンITGAV:ITGB3およびITGA6:ITGB4に結合する。インテグリンへの結合、およびそれに続くインテグリンおよびIGFR1との三量体複合体の形成は、IGF1シグナル伝達に不可欠である。 IGFR1、MAPK3/ERK1、MAPK1/ERK2、AKT1 のリン酸化と活性化を誘導します (PubMed:19578119、PubMed:22351760、PubMed:23696648、PubMed:23243309)。
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